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テ
レ
ワ
ー
ク
 

―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
働
き
方
 

国際フォーラム 

ブレンダン・バーチャル氏 

〈基調報告〉 
 ブレンダン・バーチャル　英国ケンブリッジ大学上級講師 
〈パネルディスカッション〉 
 ウェンディ・スピンクス　東京理科大学教授 
 堀越　久代　堀越地域計画研究室代表・地域プランナー 
 藤倉潤一郎　全国デジタル・オープン・ネットワーク事業協同組合代表理事 
 　　　　　　プラットフォームサービス株式会社代表取締役 
 関　　幸子　まちづくり三鷹シニアマネージャー 
 神谷　隆之　労働政策研究・研修機構主任研究員 

出
席
者

 

分
を
費
や
す
者
、
②
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
し
て
仕

事
を
遂
行
す
る
者
、
③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
通
信
技
術
を
用
い
る
者
―
―
と
定
義
す
る
。 

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
例
…
市
民
活

動
へ
の
参
加
率
）（
１
）
が
低
下
す
る
一
方
、
テ

レ
ワ
ー
カ
ー
は
急
激
な
増
加
を
見
せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
発
展
が
地
域
社

会
と
接
点
の
な
い
、
孤
立
し
た
側
面
を
も
た
ら

す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
二
つ
の
調
査
を
統
合
し
、
そ
の
検

証
を
試
み
た
。
（
次
頁
の
表
を
参
照
） 

  

結
論

と
今
後
の
課
題 

 

二
つ
の
調
査
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
働

き
方
は
、
仕
事
と
人
生
の
よ
り
良
い
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

調
査
１
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が
地
域
と
接
点
を
持
っ

た
働
き
方
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
残

念
な
が
ら
原
因
の
解
明
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

推
測
で
は
あ
る
が
、
以
下
の
要
因
が
考
え
ら
れ

る
。 

・
浮
い
た
通
勤
時
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関

わ
る
活
動
を
し
て
い
る
。 

・
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
地
域
の
情
報
を
入
手
し
、

情
報
交
換
を
し
て
い
る
。 

・
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
就
労
形
態
を
選
ぶ
前
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い

う
就
労
形
態
を
選
ん
だ
理
由
自
体
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
い
た

め
で
あ
っ
た
。 

 

な
お
今
後
は
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
と
の
関
連
性
の
原
因
と
性
質
を
探

る
ほ
か
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
を
タ
イ
プ
別（
２
）に

分
け
、
詳
し
い
分
析
を
し
て
い
き
た
い
。 

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
は
、
平
成
一
七

年
一
〇
月
二
一
日
に
「
テ
レ
ワ
ー
ク
―
―
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
働
き
方
」
と
題

す
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学･

Ｂ
．バ
ー

チ
ャ
ル
上
級
講
師
を
迎
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
地

域
か
ら
孤
立
す
る
の
で
は
な
く
む
し
ろ
地
域
と

接
点
を
持
っ
た
働
き
方
で
あ
る
と
い
う
、
従
来

と
は
一
味
違
っ
た
切
り
口
の
研
究
成
果
を
紹
介
。

そ
れ
を
受
け
て
の
パ
ネ
ル
討
論
で
は
、
日
本
に

お
い
て
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
を
中
心
に
地
域
と
接
点
を
持

っ
た
働
き
方
を
す
る
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
、

現
状
と
今
後
の
課
題
を
議
論
し
た
。 
  

　
基
調
報
告 

　
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
バ
ー
チ
ャ
ル 

　
（
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
上
級
講
師
） 

  

研
究

の
背
景
と
調
査
の
概
要 

 

こ
の
研
究
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
、
①
組
織
か

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
勤
務
時
間
の
一
定
の
部 
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調査１ 
EU全体についての大規模調査。①テレワ 
ーク率の各国比較、②テレワークと社会 
活動参加の関連性――について分析 
 
テレワークが自閉的な社会をもたらす、 
テレワークの増大によって人間間のネッ 
トワークが希薄になる、との懸念の検証。 
EU15カ国・EU加盟候補12カ国について 
労働条件調査（2000年、2001年）。対象 
は約３万人。 
①テレワーク率（３）は、先進国かどうかに 
関わらずほぼ一定。②管理職及び専門職、 
男性に多い。③年齢層別では、先進諸国 
には働き盛りが多いが、新興国には比較 
的若い人が多い。 
テレワークは地域と接点を持った働き方 
であることが明らかになった。テレワー 
カーはボランティアや慈善活動には約1.5 
倍、政治活動、労働組合活動には約1.3倍 
積極的に参加していた。 

項目 
調査内容 
 
 
 
目的 
 
 
調査方法 
 
 
調査結果 
 
 
 
 
結論 

調査２ 
小規模調査（12人）。①企業に従業員とし 
て所属しながら仕事の一部を在宅で行う 
場合の時間配分、②社会との接触・参加 
―について調査 
家庭でも職場でも仕事をする人を対象に、 
家庭と職場の社会環境の違いを調査する。 
 
45～90分の面接に加え、対象者に仕事と 
時間の記録を依頼。 
 
①在宅勤務を選んだ理由は、英国では 
「旧式」（４）となった自分だけのプライ 
ベートなオフィス環境を作るため。②家 
で仕事に専念するための何らかのバッフ 
ァーを設けている。 
①労働者は保護された私的な空間を確保 
するため在宅労働を利用している。 
②在宅勤務は、職場から物理的バリアが 
あるというよりは社会的バリアがあると 
感じる。 
③共用オープン式の職場が増えるにつれ、 
労働者は家庭にプライベートな職場を求 
めるようになった。 

調査結果の紹介　調査結果１と２の概要 

 

　
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン 

  

テ
レ
ワ
ー
ク
と
地
域
の 

　
相
互
関
連
性 

 

モ
デ
レ
ー
タ
ー
　
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ス
ピ
ン
ク
ス 

　
本
日
の
議
論
の
た
め
に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
、
①

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
て
い
る
、
②
Ｉ
Ｔ
の
利

用
が
不
可
欠
、
③
勤
務
場
所
が
自
宅
も
し
く
は

複
数
―
―
と
定
義
す
る
。
雇
用
形
態
と
し
て
で

は
、
従
業
員
、
事
業
主
、
個
人
ワ
ー
カ
ー
の
三

種
類
が
あ
る
が
、
本
日
は
基
本
的
に
事
業
主
と

個
人
ワ
ー
カ
ー
、
つ
ま
り
非
従
業
員
型
テ
レ
ワ

ー
カ
ー
を
中
心
と
す
る
。
日
本
の
場
合
、
現
状

で
は
従
業
員
型
テ
レ
ワ
ー
ク
に
比
べ
、
非
従
業

員
型
、
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
・
在
宅
ワ
ー
カ
ー

の
方
が
定
着
し
て
お
り
、
活
気
も
あ
る
か
ら
で

あ
る
。 

　
日
本
の
テ
レ
ワ
ー
ク
・
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
変
遷
を

見
る
と
、
九
〇
年
代
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
時
代

に
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
、
リ
ゾ
ー
ト
・

オ
フ
ィ
ス
と
い
っ
て
郊
外
ま
た
は
地
方
に
作
っ

た
施
設
に
従
業

員
を
勤
務
さ
せ

る
と
い
う
仕
組

み
が
あ
っ
た
が
、

定
着
し
な
か
っ

た
。
九
五
年
頃

に
は
、
テ
レ
コ

テ
ー
ジ
（
地
域

住
民
、
地
域
活

性
化
と
い
う
観

点
か
ら
の
情
報

通
信
ハ
ブ
＝
基

地
）
が
出
現
、

二
〇
〇
〇
年
頃

か
ら
は
、
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
注

目
を
浴
び
、
数

も
増
え
た
。 

　
本
日
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、

日
本
で
の
先
行

研
究
業
績
は
少

な
い
も
の
の
、

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
は
地
域
を
意
識
し
、
実
際
に
地
域
活

動
も
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
相
互
の
関
連
性
を

示
す
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク

を
し
て
い
る
か
ら
時
間
的
・
精
神
的
余
裕
が
生

ま
れ
、
地
域
で
の
活
動
に
生
か
し
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
、
も
と
も
と
地
域
活
動
を
志
向
す
る

人
が
、
自
分
の
志
を
実
現
で
き
る
働
き
方
と
し

て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
選
択
し
た
の
か
。
こ
の
因
果

関
係
を
見
き
わ
め
る
こ
と
が
重
要
。 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
の
堀
越
さ
ん
は
個
人
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
藤
倉
さ
ん
は
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

事
業
者
を
連
携
さ
せ
る
立
場
か
ら
、
関
さ
ん
に

は
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
取
り
組
み
で
有
名
な
三
鷹
市

の
自
治
体
・
地
域
と
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
・
テ
レ
ワ
ー
ク

と
の
関
わ
り
を
、
神
谷
さ
ん
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク

研
究
者
と
し
て
従
業
員
型
や
、
影
の
部
分
も
含

め
、
議
論
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

   

あ
ら
ゆ
る
仕
事
が 

　
地
域
の
生
活
に
つ
な
が
る 

 

堀
越
久
代 

　
私
は
も
と
も
と
地
域
活
動
に
意
識
が
高
か
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
常
勤
時
代
は
い
わ
ば
組
織

人
間
で
あ
っ
た
。
地
域
を
研
究
対
象
と
す
る
仕

事
だ
っ
た
の
で
、
地
域
は
仕
事
を
通
じ
て
自
分

を
育
て
る
場
、
あ
る
い
は
組
織
に
仕
事
を
反
映

さ
せ
る
場
で
あ
っ
た
。
当
時
の
地
元
地
域
と
の

関
係
は
納
税
、
ご
み
出
し
、
選
挙
程
度
だ
っ
た

が
、
結
婚
・
出
産
を
経
て
一
変
し
た
。
常
勤
で

な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
請
け
負
う
形
で

働
き
始
め
た
た
め
で
、
そ
の
な
か
で
、
常
勤
の

人
に
は
な
い
、
生
活
者
の
視
点
を
仕
事
に
反
映

さ
せ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
始
め
た
か
ら
だ
。 

　
最
近
の
信
念
は
「
あ
ら
ゆ
る
仕
事
が
地
域
で

の
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
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そ
う
し
た
視
点
で
男
性
に
も
生
活
と
仕
事
を
上

手
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
も
ら
い
た
い
。
最
近

は
、
防
犯
活
動
と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者

評
価
調
査
員
の
活
動
を
し
て
い
る
。
生
活
者
と

行
政
マ
ン
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の

橋
渡
し
の
可
能
性
を
探
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た

活
動
に
も
仕
事
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
役
立
っ

て
い
る
。
地
域
の
中
で
の
仕
事
と
生
活
の
良
い

関
係
は
、
一
人
一
人
の
個
人
が
作
っ
て
い
く
も

の
で
は
な
い
か
。 

   

「
家
守
」
と
し
て 

　
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

藤
倉
潤
一
郎 

　
九
六
年
に
全
国
デ
ジ
タ
ル
・
オ
ー
プ
ン
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
協
同
組
合
と
い
う
、
主
に
Ｉ

Ｔ
関
係
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
中
心
と
し
た
事

業
協
同
組
合
を
作
っ
て
以
来
、
こ
の
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
。
当
初
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
情
報
交
換
等
の
仕
組
み
を
考
え
て
い
た
が
、

顔
を
直
接
突
き
合
わ
せ
、
リ
ア
ル
な
場
を
共
有

し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
拠
点
の
必
要
性
を
痛
感
。

〇
四
年
、
「
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

設
立
を
手
が
け
る
に
至
っ
た
。 

　
現
在
、
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
施
設
は
、
維

持
・
運
営
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
が
財
政
を
圧
迫

す
る
と
し
て
、
千
代
田
区
が
民
間
の
事
業
者
に

運
営
を
任
せ
た
産
業
振
興
施
設
で
あ
る
。
千
代

田
区
で
は
、
大
企
業
が
郊
外
に
移
転
す
る
に
つ

れ
て
関
連
す
る
小
規
模
の
会
社
も
移
転
し
、
空

き
ビ
ル
、
空
き
床
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

昼
夜
の
人
口
差
が
大
き
い
た
め
、
夜
間
も
一
定

程
度
の
人
口
を
確
保
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ

た
。
加
え
て
、
千
代
田
区
に
は
伝
統
的
産
業
が

多
く
、
新
し
い
都
市
型
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
育

成
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
問
題
を
一
挙
両
得
的
に
解
決
す
る

手
段
と
し
て
、「
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

で
は
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
向
け
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
加
え
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
が
自
由
に
立
ち
寄

り
、
打
ち
合
わ
せ
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
、
指
定
席

を
設
け
な
い
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。 

　
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
関
係
で
施
設

を
運
営
す
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
家
守

（
や
も
り
）」（
５
）で
あ
る
。家
守
は
、江
戸
時
代
に

今
で
言
う
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い

た
。
実
際
に
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
が
円
滑
に
業
務
を
遂
行

す
る
に
は
、
経
営
支
援
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
が
重
要
だ
。
我
々
は
総
合
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

と
一
緒
に
、
家
守
や
地
域
活
動
を
行
い
、
今
後

家
守
や
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
周
辺
地
域

に
更
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

   

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
三
鷹
で 

　
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
定
着 

 
関
　
幸
子 

　
「
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
」
は
、
三
鷹
市
役
所
が

参
加
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
で
、
九
八
％
の
株
式

を
三
鷹
市
が
持
つ
営
利
企
業
。
公
共
施
設
を
民

が
活
用
す
る
と
い
う
藤
倉
モ
デ
ル
に
対
し
、
こ

ち
ら
は
行
政
自
ら
が
民
に
な
り
、
産
業
振
興
と

関
連
さ
せ
つ
つ
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
定
着
化
を
図
る
と

い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。
三
鷹
市
は
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
　
み
た
か
構
想
」
を
市
の
基
本
計
画

に
位
置
づ
け
、
新
し
い
産
業
の
育
成
と
し
て
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
集
積
を
始
め
た
。
我
々
の
戦
略
は
、

住
宅
地
で
昼
間
人
口
が
少
な
い
三
鷹
市
で
起
こ

せ
る
産
業
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
個
人
事

業
主
や
小
規
模
企
業
に
注
目
し
、
地
域
に
集
積

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
そ
の
た
め
に
、
地
域
に
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ぶ
）
を

作
り
、
地
域
市
民
に
活
動
内
容
・
概
念
を
紹
介

し
た
。
地
域
の
主
婦
や
中
高
年
で
リ
ス
ト
ラ
に

あ
っ
た
方
、
定
年
後
の
方
も
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を

通
し
て
新
し
い
働
き
方
を
知
り
、
創
業
し
て
い

く
。
官
の
呼
び
水
が
民
に
流
れ
、
民
が
自
ら
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
を
応
援
す
る
形
と
な
り
、
五
年
で
七
つ

の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
ま
で
に
発

展
し
た
。
Ｉ
Ｔ
企
業
経
営
者
に
と
っ
て
「
ま
ち

づ
く
り
三
鷹
」
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
オ

フ
ィ
ス
が
利
用
で
き
る
と
か
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
紹
介
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
一
員
と
し
て
活
動
す
る
場
所

の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
企
業
が

地
域
か
ら
の
信
頼
を
得
た
い
と
い
う
気
持
ち
、

企
業
側
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」

と
い
う
姿
勢
と
三
鷹
市
と
が
う
ま
く
連
携
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 

　
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
み
た
か
構
想
」
の

最
大
の
目
的
は
、
天
空
に
浮
遊
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

を
自
治
体
が
一
網
打
尽
に
捕
ま
え
て
、
三
鷹
に

根
を
生
や
し
て
も
ら
う
こ
と
だ
。
行
政
は
地
域

の
雇
用
と
昼
間
人
口
の
確
保
、
税
金
の
形
で
の

地
域
へ
の
還
元
な
ど
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
産
業
振
興
だ
け
で
な
く
、
人
や
文
化
、
環

境
な
ど
の
地
域
資
源
の
再
発
見
も
目
標
に
掲
げ

て
、
お
祭
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
Ｉ
Ｔ

企
業
、
既
存
の
商
・
工
業
、
地
域
の
人
々
と
協

力
し
て
行
っ
て
い
る
。
新
し
い
出
会
い
と
交
流

か
ら
新
技
術
の
導
入
な
ど
の
効
果
も
現
れ
て
い

る
。
ち
よ
だ
の
家
守
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
対

し
、
三
鷹
は
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
置
屋
と
し
て
、
場
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仕
事
の
提
供
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
構
築
を

目
指
し
て
い
る
。 

   

従
業
員
型

は 

　
仕
事
と
家
庭
で
手
一
杯 

 

神
谷
隆
之 

　
一
般
的
に
在
宅
勤
務
は
、
通
勤
時
間
を
省
け

て
生
活
と
の
両
立
可
能
な
働
き
方
と
見
ら
れ
て

い
る
。
育
児
期
の
「
従
業
員
型
」
在
宅
勤
務
は

余
裕
の
あ
る
働
き
方
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
仮
説
を
立
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
が
、

実
態
は
出
勤
後
に
さ
ら
に
在
宅
で
勤
務
す
る
な

ど
負
担
が
大
き
い
側
面
も
見
え
て
き
て
い
る
。

在
宅
勤
務
を
利
用
し
て
地
域
と
積
極
的
に
関
わ

り
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
、
仕
事
と
家
庭
の
こ

と
で
手
一
杯
と
い
う
状
況
で
、
現
実
的
に
は
難

し
い
。
将
来
に
向
け
て
の
地
域
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
と
い
う
面
で
は
、
保
育
園
や
小
学
校
の
母
親

仲
間
が
お
互
い
に
助
け
合
い
、
子
供
の
面
倒
を

み
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
見
ら
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
動
き
を
父
親
の
在
宅
勤
務
も
含
め
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
に
ど
う
育
て
て
い
く
か
が
、

一
つ
の
方
向
性
で
は
な
い
か
。 

   

テ
レ
ワ
ー
ク
と
地
域
の
因
果
関
係 

 

ス
ピ
ン
ク
ス
　
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
方
が
市
民

活
動
に
積
極
的
に
な
る
可
能
性
が
高
い
の
は
な

ぜ
か
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
地
域
と
接
点
を
持
っ
た

働
き
方
を
可
能
に
す
る
の
か
。 

 

堀
越
　
経
験
則
で
言
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
働
き

方
を
公
言
し
、
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。

ま
た
、
社
会
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
の

を
感
じ
る
。
周
り
に
Ｉ
Ｔ
の
使
い
手
が
増
え
、

同
時
に
女
性
の
就
労
率
が
高
ま
り
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

で
な
く
て
も
、
女
性
が
働
き
、
仕
事
と
他
の
活

動
を
両
立
す
る
の
が
当
た
り
前
の
社
会
に
な
っ

て
き
て
い
る
。 

 

藤
倉
　
働
く
場
所
を
も
っ
と
自
由
に
し
た
い

と
考
え
、
ワ
ー
ク
プ
レ
ー
ス
を
切
り
か
え
る
と

い
う
手
法
を
と
っ
て
い
る
。
例
え
ば
高
度
な
集

中
を
要
す
る
作
業
は
自
宅
で
、
高
度
な
ビ
ジ
ネ

ス
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
拠
点
に
行
く
な
ど
。
ワ

ー
ク
プ
レ
ー
ス
を
切
り
分
け
な
が
ら
、
一
人
一

人
違
う
働
き
方
で
自
由
度
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
本
当
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
働
き
方
が
実
現
で
き
る
と
思
う
。 

　
そ
の
前
提
と
し
て
、
「
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
で
試
み
て
い
る
の
は
、
一
つ
一
つ
の

会
社
あ
る
い
は
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
の
規
模
拡
大
で
は
な

く
、
個
人
事
業
者
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、
あ
る

い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
地
域
の

魅
力
は
、
や
は
り
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
あ
る
。

ち
よ
だ
で
千
代
田
区
の
問
題
や
課
題
を
解
決
し

て
い
く
と
い
っ
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
観
点
の
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

テ
レ
ワ
ー
ク
で
フ
レ
ッ
ク
ス
な
働
き
方
を
し
て

い
る
者
同
士
の
協
働
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。 

 

関
　
テ
レ
ワ
ー
ク
は
換
言
す
れ
ば
職
住
接
近

型
と
い
う
概
念
で
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

職
住
接
近
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ま
ず
有
効
性
の
あ

る
時
間
が
持
て
る
、
地
域
の
情
報
が
手
に
入
る
、

人
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
み
た
か

構
想
が
掲
げ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
答
え
は
地
域

に
し
か
な
い
、
②
夢
を
形
に
し
て
み
せ
る
、
③

そ
の
気
に
さ
せ
る
た
め
の
情
報
の
共
有
、
④
小

さ
な
事
業
で
も
い
い
か
ら
、
地
域
の
人
と
一
緒

に
実
践
す
る
こ
と
―
―
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り

三
鷹
を
訪
れ
る
人
に
、
楽
し
い
ジ
ョ
ブ
を
提
供

し
、
地
域
に
根
を
下
ろ
し
た
空
間
と
時
を
作
ろ

う
と
し
て
い
る
。 

 

神
谷
　
育
児
の
時
期
を
考
え
る
と
、
男
性
の

働
き
方
は
変
わ
ら
ず
、
女
性
に
ば
か
り
負
担
が

増
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
実
だ
。
父
親
も
在

宅
勤
務
を
中
心
に
弾
力
的
な
働
き
方
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
母
親
の
負
担
が
減
り
、
父
親

も
地
域
活
動
に
関
わ
る
可
能
性
が
増
え
る
。
男

性
の
育
児
休
業
取
得
だ
け
に
拘
ら
ず
、
代
わ
り

に
在
宅
勤
務
を
認
め
る
な
ど
様
々
な
選
択
肢
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
男
女

別
々
で
な
く
、
働
き
方
を
夫
婦
セ
ッ
ト
で
考
え

る
と
、
色
々
な
意
味
で
効
果
が
上
が
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

   

企
業
社
会

の
規
範
を 

　
ど
う
変
え
る
か 

 

ス
ピ
ン
ク
ス
　
日
本
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
・

在
宅
ワ
ー
ク
は
、
主
婦
や
女
性
が
行
う
も
の
と

い
う
発
想
が
ま
だ
根
強
い
が
、
実
際
は
男
性
の

方
が
多
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
仕
事
と
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
は
、
も
は
や
女
性
ま
た
は
年
配
者

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ

こ
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
キ
ー
ワ
ー

ド
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
規
範
」
に
注

目
し
た
い
。
企
業
社
会
で
は
男
性
が
地
域
に
大

事
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
規
範
に
な
っ
て
い
な

い
。
社
会
資
本
を
支
え
る
重
要
な
要
素
の
一
つ

で
あ
る
規
範
は
ど
の
よ
う
に
変
え
る
べ
き
か
。 

　
堀
越
　
防
犯
活
動
に
参
加
す
る
の
は
八
割
方

が
退
職
後
の
男
性
で
あ
る
。
彼
ら
の
経
験
談
に

よ
る
と
、
現
役
時
代
は
多
忙
を
理
由
に
地
域
に

不
在
の
状
態
が
続
い
て
い
た
が
、
退
職
後
に
気
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づ
い
た
こ
と
は
地
域
活
動
へ
の
関
与
は
時
間
の

問
題
で
は
な
く
、
気
持
ち
の
問
題
と
い
う
こ
と

だ
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
団
塊
の
世
代
が
退
職
し

て
昼
間
市
民
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
彼
ら
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
る
。
実
践
あ
る
の
み
。 

 

藤
倉
　
「
実
践
あ
る
の
み
」
に
同
感
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
規
範（
６
）は
、
様
々
な
問
題
や

課
題
を
政
治
的
、
宗
教
的
な
権
威
や
圧
力
で
な

く
、
技
術
で
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
と
さ

れ
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
処
理
を
効
率

化
し
て
お
り
、
時
間
を
自
由
に
使
え
る
可
能
性

が
広
が
っ
て
い
る
は
ず
。
そ
れ
が
自
由
に
な
ら

な
い
の
は
、
企
業
あ
る
い
は
社
会
と
い
う
規
範

が
問
題
な
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
規
範
に
対
し
、

我
々
は
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。 

　
都
市
型
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
千
代
田
だ

け
で
な
く
、
郊
外
で
も
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を

地
域
に
生
か
せ
る
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
作
っ
て
み
た
い
。
こ
う
し
た
実
践
、
実
験
を

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
変
わ
る
べ

き
も
の
は
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。 

 

関
　
戦
後
六
〇
年
、
日
本
の
産
業
は
同
質
的

な
人
材
を
求
め
て
い
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
時
代
に
は
、
チ
ー
ム
で
良
質
な
も
の
を
作
る

時
代
か
ら
、
一
人
の
人
が
チ
ー
ム
を
支
え
る
形

に
変
わ
り
、
人
材
育
成
の
あ
り
方
、
求
め
る
人

材
が
変
わ
っ
て
き
た
。
今
後
は
大
学
も
企
業
も
、

そ
こ
に
働
く
個
人
の
ブ
ラ
ン
ド
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
規
範
が
変
わ
り
つ

つ
あ
る
今
、
地
域
は
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
る
。

地
域
は
、
現
在
眠
る
た
め
に
帰
る
だ
け
だ
が
、

企
業
で
は
優
秀
と
い
う
市
民
を
地
域
に
取
り
込

む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
父
親
が
地
域
に
不
在

で
は
、
犯
罪
が
増
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
男
の

子
が
う
ま
く
育
た
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
懸
念

さ
れ
る
。
こ
う
い
う
理
由
か
ら
地
域
は
テ
レ
ワ

ー
ク
を
歓
迎
す
る
。 

 

神
谷
　
関
さ
ん
の
お
話
を
実
践
す
る
人
物
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
父
親
が

育
児
を
し
な
い
と
男
の
子
が
し
っ
か
り
育
た
な

い
と
考
え
、
在
宅
勤
務
を
週
二
日
行
い
な
が
ら
、

育
児
休
業
の
代
わ
り
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
人

事
部
で
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ー
ザ
ー
の
勤
務
の
あ
り

方
を
実
際
に
検
討
し
て
い
る
例
も
あ
っ
た
。
企

業
は
多
様
性
を
認
め
る
方
向
に
動
い
て
お
り
、

そ
う
し
た
規
範
を
受
け
入
れ
て
い
く
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
そ
う
い
う
多
様
な
働
き
方
を
認
め
て

も
ら
う
に
は
、
労
働
者
が
相
当
の
能
力
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
意
味
で
、
労
働
者

の
選
別
も
同
時
に
進
ん
で
い
く
と
見
ら
れ
る
。 

   

「
テ
レ
ワ
ー
ク
と
地
域
」の 

　
詳
し
い
解
明
を 

 

ス
ピ
ン
ク
ス
　
こ
れ
ま
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
研

究
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
立
地
か
ら
の
解
放
で
あ

る
と
い
う
の
が
そ
の
定
説（
７
）で
あ
り
、
そ
の

メ
リ
ッ
ト
に
視
点
が
集
中
し
て
い
た
。
し
か
し
、

立
地
を
無
視
す
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
立
地

に
根
を
お
ろ
す
手
段
に
も
な
り
得
る
と
い
う
意

味
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
新
し
い
時
代
に
入
ろ
う

と
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
基
調
報
告
に
あ
っ
た

よ
う
に
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
に
は
ハ
イ
ス
キ
ル
の

知
的
労
働
者
と
ロ
ー
ス
キ
ル
、
ル
ー
チ
ン
ワ
ー

ク
の
二
つ
の
類
型
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
並
行

し
て
、
地
域
社
会
の
中
で
、
個
人
と
し
て
身
動

き
が
と
れ
な
い
人
と
、
と
れ
る
人
と
い
う
、
二

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
そ
し
て
行
政
で
は
、
一

点
を
拡
大
さ
せ
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
モ
デ
ル

（
藤
倉
モ
デ
ル
）、
そ
れ
と
は
別
に
、
行
政
そ
の

も
の
が
、
自
分
が
預
か
る
と
こ
ろ
に
色
々
な
点

を
結
び
つ
け
る
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
も
つ
試

み（
三
鷹
モ
デ
ル
）、
地
域
そ
の
も
の
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
テ
レ
ワ

ー
ク
の
タ
イ
プ
、
個
人
の
ス
キ
ル
、
個
人
の
志
、

地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
市
民
と
の
関
わ
り

方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の

類
型
化
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
を
作
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
と
地
域
の
関
係
を

見
て
い
く
と
、
も
う
少
し
解
明
が
進
む
の
で
は

な
い
か
。 

 

〔
注
〕 

 

１
． 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は
、
機
能
性
を

発
揮
し
て
い
る
社
会
と
発
揮
し
て
い
な
い
社
会
の
違
い

に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で
、
①
相
互
性
の
あ
る
信
頼
関

係
の
中
で
の
規
範
、
②
周
囲
と
の
関
係
を
構
築
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
の
二
点
か
ら
構
成
さ
れ
る
。 

 

２
． 

①
男
性
で
管
理
職
あ
る
い
は
専
門
職
、
②
女
性

で
事
務
的
な
作
業
に
従
事
、
の
二
タ
イ
プ
に
大
別
さ
れ

る
。 

 

３
．
仕
事
時
間
の
少
な
く
と
も
四
分
の
一
は
自
宅
で

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
割
合
。 

 

４
．
現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
特
に
英
国
で
は
オ
フ
ィ
ス

は
一
般
的
に
非
常
に
オ
ー
プ
ン
な
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て

お
り
、
特
に
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
が
多
い
会
社
で
は
、
デ
ス

ク
に
指
定
席
が
な
く
、
空
い
て
い
る
デ
ス
ク
に
座
る
と

い
う
方
式
が
主
流
。 

 

５
．
江
戸
時
代
に
、
地
主
か
ら
長
屋
を
預
か
っ
て
、

全
国
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
必
要
と
さ
れ
る
職
人
を

呼
び
寄
せ
、
仕
事
も
生
活
も
ス
ム
ー
ズ
に
定
着
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
身
の
回
り
の
世
話
を
し
た
者
の
こ
と 

 

６
．
出
典
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
』

（
力
武
健
次
著
、
一
九
九
四
年
） 

 

７
．
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
組
織
を
離
れ
た
就
労
が
可

能
に
な
っ
た
。 

 

（
国
際
研
究
部
　
吉
原
夕
紀
子
） 


